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　平成２１年度からスタートする「第４次総合計画後期基本計画（２１年度から２６年度）」の策定に
向け、町民の皆さんの意見や要望を把握し、今後の町政に反映していくことを目的として、昨年７月に
町内全世帯を対象とした町民アンケート調査を実施しました。

調査対象　 町内全世帯を対象に無作為に抽出した
　　　　　 １８歳以上の方４，１５０名
調 査 数　  ４，０８４名（不着数６６名）
調査期間　 平成１９年７月１７日〜８月１日
調査方法　 自治会による手渡し回収及び郵送による
回収結果　 有効回収数　３，３３３
　　　　　 （有効回収率８１．６％）　
　　　　　 男　性　１，４２７名（４２．８％）
　　　　　 女　性　１，６２２名（４８．７％）
　　　　　 不　明　　 ２８４名（　８．５％）

・ 住みよさや町の魅力
・ 生活環境
・ まちづくり
・ 土地利用
・ 産　業
・ 福祉・健康・高齢化
・ 教育問題
・ ボランティア・地域コミュニティ
・ 情報通信
・ 町からの情報

あなたの住んでいる地区は

　山北第１（平山、台、御殿場線北側の山北地区）　山北第２（御殿場線南側の山北地区）
　向原第１（尺里西・中・東、高松、山下地区）　　向原第２（上・下本村、本村東、村雨、前耕地、水上地区）
　  岸 第１（越地、南原、湯坂地区）　　　　　　　  岸 第２（宿、班目、原耕地地区）
　※回答が２つ以上ある場合（複数回答）は、百分率の合計が１００にならない場合があります。

●
住
み
よ
さ
に
つ
い
て
は
、「
ふ
つ
う
」
が

27
・
８
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
住
み
良
い
」、「
ま
あ
住
み
良
い
」を
合
わ

せ
た“
住
み
よ
い
”の
合
計
が
29
・
９
％
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、反
対
に「
や
や
住
み
に

く
い
」、「
住
み
に
く
い
」を
合
わ
せ
た“
住

み
に
く
い
”が
37
・
１
％
と
な
り“
住
み
や

す
い
”を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
在
住
意
向
に
つ
い
て
は
、「
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
」「
町
内
の
他
地
区
に
移
り
た
い
」

を
合
わ
せ
る
と
47
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、

「
町
外
へ
移
り
た
い
」が
21
・
７
％
で
、半
数

近
く
の
方
は
町
内
へ
の
居
住
を
望
ん
で
い

ま
す
。

・ 市町村合併
・ 国際交流
・ 町の仕事全体
　　　　　　 など５８問

あなたの年齢は

住
み
よ
さ
、
町
の
魅
力
に
つ
い
て

調査の内容調査の方法と回収結果
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●
町
の
魅
力
に
つ
い
て
は
、「
自
然
や
景

観
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
が
77
・
３
％
と
圧

倒
的
に
高
く
、性
別
・
年
齢
・
地
区
別
で
も

70
％
以
上
と
同
様
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

反
対
に
町
の
良
く
な
い
と
こ
ろ
に
つ

い
て
は
、「
町
に
活
気
が
な
い
こ
と
」
が

56
・
３
％
、「
買
い
物
な
ど
日
常
生
活
が

不
便
」
が
45
・
６
％
、「
通
勤
・
通
学
な

ど
の
交
通
が
不
便
」
が
39
・
７
％
と
高
く
、

生
活
す
る
う
え
で
の
利
便
性
の
向
上
や
活

気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
魅
力
と
活
力
を
高
め
る
手
段
と
し
て
は
、「
企
業
を
誘
致
し
就
業
機
会
の
強
化
」
が
32
・

６
％
、「
山
北
駅
前
を
整
備
し
商
業
拠
点
づ
く
り
」
が
27
・
３
％
、「
道
路
・
鉄
道
・
高
速
道

路
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
交
通
網
の
整
備
」
が
25
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
基
盤
の
整
備
や
企
業

の
誘
致
を
多
く
の
方
が
望
ん
で
い
ま
す
。
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●
今
後
の
人
口
対
策
に
つ
い
て
は
、「
で

き
る
だ
け
人
口
が
増
え
る
よ
う
に
対
策
を

強
化
す
る
」
が
50
・
１
％
と
半
数
を
超
え
、

性
別
・
年
齢
・
地
域
別
で
も
同
様
な
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

●
人
口
を
維
持
ま
た
は
増
加
さ
せ
る
対
策

と
し
て
は
、「
交
通
の
利
便
性
の
向
上
」

が
60
・
０
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
働

く
場
所
の
確
保
」
が
53
・
５
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
清
水
・
三
保
地
区
で
は

「
働
く
場
所
の
確
保
」
が
「
交
通
の
利
便

性
の
向
上
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

●
開
発
と
保
全
に
対
し
て
の
意
識
に
つ
い

て
は
、「
積
極
的
に
開
発
」
が
27
・
２
％

と
最
も
高
く
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
地

域
開
発
」
を
加
え
る
と
43
・
０
％
と
な
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
自
然
保
護
」や「
自
然
保
護
・
保

全
を
優
先
」と
回
答
さ
れ
た
方
も
41
・
４
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

土
地
利
用
に
つ
い
て

●
生
活
環
境
を
「
基
礎
整
備
、
安
全
性
・

公
害
等
、
施
設
、
そ
の
他
」
の
25
項
目
で

“
非
常
に
よ
い
（
２
点
）”、“
よ
い
（
１

点
）”、“
ふ
つ
う
（
０
点
）”、“
悪
い
（
−

１
点
）”、“
非
常
に
悪
い
（
−
２
点
）”
の

５
段
階
評
価
で
回
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

プ
ラ
ス
評
価
の
“
よ
い
”
と
評
価
さ
れ
た

も
の
は
、「
山
や
河
川
の
美
し
さ
」、「
ゴ

ミ
の
収
集
処
理
」、「
下
水
や
雨
水
の
排
水
」

と
「
工
場
の
騒
音
や
振
動
の
少
な
さ
」
の

４
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
に
つ
い
て

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
“
悪
い
”
と

評
価
さ
れ
た
も
の
は
19
項
目
あ
り
、「
町

の
賑に

ぎ

わ
い
」
が
最
も
悪
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。
次
い
で「
日
常
の
買
い
物
の
便
」

「
鉄
道
・
バ
ス
の
便
」
の
順
と
な
っ
て
お

り
、
日
常
生
活
で
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
区
別
で
は
、
共
和
・
清
水
・
三

保
地
区
で
「
鉄
道
・
バ
ス
の
便
」、「
日
常

の
買
い
物
の
便
」
が
、
清
水
・
三
保
地
区

で
「
医
院
・
診
療
所
の
利
用
の
便
」
が
他

地
区
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

※
各
項
目
に
対
す
る
評
価
を
得
点
化

し
、
平
均
値
（
加
重
平
均
値
）
を
求
め
ま

し
た
。
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●
観
光
資
源
の
活
用
に
関
す
る
設
問
に
つ

い
て
は
、「
三
保
ダ
ム
・
丹
沢
湖
の
活
用

と
周
辺
施
設
の
整
備
」
が
20
・
２
％
と
最

も
高
く
、
次
い
で
「
河
村
城じ
ょ
う
し址
歴
史
公
園

や
洒
水
の
滝
な
ど
名
所
を
活
用
し
、
周
辺

の
施
設
整
備
」
が
14
・
９
％
と
高
く
な
っ

て
お
り
、
観
光
資
源
の
活
用
を
希
望
す
る

回
答
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

産　

業

●
高
齢
化
へ
の
対
策
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
事
業
は
、「
日
常
の
保
健
医
療
体
制
の
充
実
」

や
「
介
護
手
当
な
ど
経
済
的
給
付
の
充
実
」
が
と
も
に
30
％
に
近
く
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
や
「
高
齢
者
の
知
識
や
技
術
を
生
か
せ
る
地

域
社
会
」
が
20
％
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
福
祉
体
制
の
充
実
策
に
つ
い
て
は
、

「
健
康
・
医
療
・
福
祉
の
総
合
的
施
策
の

推
進
」
が
66
・
１
％
と
際
だ
っ
て
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進
策
に
つ
い
て
は
、

「
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
の
強
化
」
が

40
・
６
％
、次
い
で「
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
こ
と
」が
29
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
教
育
へ
の
関
心
度
に
つ
い
て
は
、「
お

お
い
に
あ
る
」
と
「
あ
る
」
の
合
計
が

52
・
３
％
で
、「
あ
ま
り
な
い
」
と
「
ま
っ

た
く
な
い
」
の
31
・
０
％
と
比
較
し
高
い

関
心
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

●
関
心
が
あ
る
課
題
に
つ
い
て
は
、「
子

ど
も
の
生
活
態
度
」、「
い
じ
め
や
友
人
関

係
」、「
少
子
化
に
伴
う
児
童
生
徒
の
減
少
」

が
40
％
を
超
え
、
共
和
、
清
水
、
三
保
地

区
で
は
「
学
校
統
廃
合
」
に
高
い
関
心
を

示
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
に
つ
い
て

教
育
問
題
に
つ
い
て
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●
市
町
村
合
併
へ
の
関
心
度
に
つ
い
て

は
、「
非
常
に
関
心
が
あ
る
」
と
「
多
少

関
心
が
あ
る
」
を
加
え
る
と
54
・
９
％
で

半
数
を
超
え
る
状
況
に
あ
り
、
関
心
度
の

高
さ
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
特
に

力
を
い
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
事
業
に
つ

い
て
“
都
市
基
盤
” “
生
活
環
境
” “
産
業
” 

“
社
会
福
祉
” “
地
域
活
動
” “
公
共
施
設
” 

“
町
政
に
望
む
こ
と
”
の
７
分
野
で
設
定

し
た
と
こ
ろ
次
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

●
都
市
基
盤
に
つ
い
て
は
、「
土
地
の
有

効
活
用
」と
「
鉄
道
の
増
強
」が
そ
れ
ぞ
れ

40
％
以
上
と
希
望
が
高
く
、「
自
然
環
境
の

確
保
」が
31
・
４
％
、「
バ
ス
路
線
の
拡
充
」

が
23
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
生
活
環
境
に
つ
い
て
は
、「
地
震
等
の
防

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

町
の
仕
事
（
積
極
的
に
行
う
事
業
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

災
対
策
の
強
化
」、「
救
急
医
療
体
制
の
強

化
」、
が
30
％
以
上
で
希
望
が
高
く
、
次

い
で
「
ご
み
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の

強
化
」、「
公
害
・
環
境
汚
染
防
止
策
の
推

進
」、「
公
園
、
緑
地
の
整
備
」、「
消
費
生

活
対
策
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
産
業
に
つ
い
て
は
、「
山
北
駅
前
の
商

業
活
性
化
」
が
39
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、

「
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
確
保
」
が
34
・

９
％
、「
東
山
北
駅
前
広
場
の
整
備
」
が

24
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
福

祉
の
強
化
」
が
43
・
７
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
医
療
施
設
の
充
実
」
が
41
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
清
水
・
三
保
地

区
で
は
「
医
療
施
設
の
充
実
」
が
50
％
を

超
え
て
い
ま
す
。

●
地
域
活
動
に
つ
い
て
は
、「
地
域
活
動

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
）
の
推
進
」、「
地

域
活
動
助
成
制
度
の
充
実
」、「
ふ
れ
あ
い

施
設
・
集
会
施
設
の
整
備
」
が
30
％
を
超

え
て
い
ま
す
。

●
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、「
体
育
館
の

建
設
」
が
49
・
３
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
「
観
光
セ
ン
タ
ー
の
建
設
」
が
16
・

７
％
、「
屋
内
プ
ー
ル
の
建
設
」
が
15
・

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
町
政
に
望
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
町

政
情
報
の
わ
か
り
や
す
い
提
供
」
が
38
・

５
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
必
要
性
や

効
果
の
低
い
事
業
の
見
直
し
」
が
32
・
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
18
歳
か
ら
29
歳
代
や

三
保
地
区
で
は
「
必
要
性
や
効
果
の
低
い

事
業
の
見
直
し
」
が
38
％
を
超
え
る
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
企
画
財
政
課
で
縦
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
財
政
課
企
画
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５
｜
３
６
５
２



広報やまきた　平成20年6月号　No.640 �広報やまきた　平成20年6月号　No.640�



広報やまきた　平成20年6月号　No.640 �広報やまきた　平成20年6月号　No.640�

　

土
地
利
用
計
画
と
は
、
人
と
自
然
が
調

和
し
、
活
力
に
満
ち
た
町
の
未
来
を
創
造

す
る
た
め
に
、
土
地
施
策
を
中
心
と
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
姿
勢
を
定
め
た

も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
を
目
標
と
し
た
「
第
２
次

土
地
利
用
計
画
」
は
、
平
成
16
年
度
に
策

定
し
ま
し
た
が
、
近
年
の
急
激
な
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
等
の
社
会
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
て
、
今
回
、
計
画
実
現
の
た
め
、

山
北
町
土
地
利
用
調
査
会
で
次
の
と
お
り

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
政
策
室
政
策
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
５
１

● 

土
地
利
用
の
基
本
方
針 

●

　

こ
れ
か
ら
の
土
地
利
用
は
、「
定
住

対
策
の
促
進
」
と
「
自
然
環
境
の
保

全
・
活
用
」
を
重
要
な
柱
と
し
、
均
衡

あ
る
町
土
の
発
展
を
め
ざ
し
、
取
り
組

む
も
の
と
し
ま
す
。

　

土
地
利
用
の
基
本
方
針
を
実
現
し
、
土

地
利
用
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
次
の
４

つ
の
軸
を
設
け
ま
す
。
こ
れ
ら
の
４
つ
の

軸
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
関
連
さ
せ
て
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
な
地
域
振

興
と
自
立
し
た
地
域
社
会
の
確
立
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

計
画
的
な
土
地
利
用
を
行
う
に
あ
た

り
、
町
を
５
つ
の
エ
リ
ア
に
区
分
し
、
エ

リ
ア
ご
と
に
地
域
特
性
を
生
か
し
た
土
地

利
用
戦
略
を
推
進
し
ま
す
。

　

生
活
の
拠
点
と
し
て
山
北
駅
及
び
東
山

北
駅
周
辺
の
整
備
及
び
生
活
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
誘
導
を
図
る
と
と
も
に
、
定
住
促
進

の
要
と
な
る
エ
リ
ア
と
し
て
積
極
的
に
住

宅
・
宅
地
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

・ 

山
北
駅
、
東
山
北
駅
周
辺
整
備

・ 

丸
山
地
区
総
合
開
発
整
備

・ 

河
村
城じ

ょ
う
し址

歴
史
公
園
整
備

・ 

平
山
地
区
工
業
用
地
等
整
備

　

本
町
の
産
業
振
興
の
要
と
な
る
エ
リ
ア

と
し
て
、
引
き
続
き
産
業
立
地
対
策
を
促

進
し
ま
す
。
特
に
、本
計
画
期
間
内
で
は
、

塩
沢
・
柏
木
地
区
等
へ
の
企
業
立
地
の
促

進
や
、
川
西
・
谷
ケ
地
区
の
砂
利
採
取
区

域
の
拡
大
及
び
跡
地
利
用
の
促
進
な
ど
、

産
業
拠
点
と
し
て
の
集
積
を
図
り
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

・ 

砂
利
採
取
区
域
の
拡
大
推
進
計
画

・ 

砂
利
採
取
跡
地
利
用
計
画

・ 

広
域
交
通
拠
点
整
備

　

畜
産
を
軸
と
し
た
産
業
振
興
及
び
、
美

し
い
眺
望
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た
交
通

産
業
の
振
興
の
推
進
に
よ
り
、
総
合
的
な

地
域
振
興
を
図
り
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

・ 

高
松
・
向
原
山
地
区
整
備

・ 

高
松
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備

・ 

高
松
地
区
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

● 

施
策
展
開
の
4
つ
の
軸 

●

● 

エ
リ
ア
別
土
地
利
用
の

 　
　
　
　
　
　

  

基
本
方
針 

●

 

Ⅱ　

産
業
拠
点
形
成
エ
リ
ア

 

Ⅰ　

定
住
促
進
・

　
　
　
　
　

生
活
拠
点
再
生
エ
リ
ア

 

Ⅲ　

自
然
共
生
型
産
業
振
興
エ
リ
ア

 

土
地
利
用
の
基
本
構
想

1
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新
た
な
観
光
・
交
流
拠
点
と
し
て
、
よ

り
一
層
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め

に
、
大
野
山
・
都
夫
良
野
地
区
の
拠
点
施

設
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

・ 

大
野
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備

・ 

山
北
町
ふ
る
さ
と
館
計
画

・ 

県
立
山
北
つ
ぶ
ら
の
公
園（
仮
称
）整
備

・ 

つ
ぶ
ら
の
歳
時
記
の
杜
周
辺
整
備

　

水
源
地
域
で
あ
り
、
か
つ
豊
か
な
自
然

環
境
を
生
か
し
た
観
光
と
交
流
を
軸
と
す

る
エ
リ
ア
と
し
て
引
き
続
き
活
性
化
を
図

り
ま
す
。
観
光
拠
点
で
は
、
既
存
施
設
の

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
森
林
地
域
に
お

け
る
新
た
な
体
験
型
観
光
推
進
の
た
め
の

拠
点
整
備
と
こ
れ
ら
の
拠
点
間
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

・ 

丹
沢
湖
記
念
館
、
丹
沢
森
林
館
・
薬
草

園
、
世
附
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
等
の
観

光
施
設
の
拡
充
整
備

・ 

ふ
れ
あ
い
森
林
ロ
ー
ド
の
整
備

・ 

中
川
温
泉
周
辺
活
性
化

・ 

国
有
林
・
県
有
林
等
の
活
用
・
保
全

　

町
が
国
土
利
用
計
画
法
第
８
条
の
規
定

に
基
づ
き
定
め
る
も
の
で
、
将
来
的
に
均

衡
の
取
れ
た
土
地
利
用
を
実
現
し
、
町
土

の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
利
用
の
確
保
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
計
画
目
標
年
次
を
平

成
26
年
度
（
目
標
人
口
１
４
，０
０
０
人
、

４
，
３
７
５
世
帯
）
に
設
定
し
、
利
用
区

分
（
宅
地
、
農
用
地
、
森
林
、
道
路
等
）

ご
と
の
規
模
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

山
北
町
国
土
利
用
計
画
に
基
づ
き
、特
定

地
域（
用
途
地
域
以
外
の
区
域
）の
土
地
利

用
の
方
針
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、施
設
立
地
型
（
建
築
物
系
）

の
土
地
利
用
を
検
討
す
る
ゾ
ー
ン
で
あ
る

「
利
用
検
討
ゾ
ー
ン
」、
施
設
立
地
型
（
建

築
物
系
）
の
土
地
利
用
を
抑
え
る
ゾ
ー
ン

で
あ
る
「
保
全
ゾ
ー
ン
」
に
区
分
し
、
将

来
の
土
地
利
用
の
施
策
を
取
り
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
土
地
利
用
の
実
現
化
を
図
る
た

め
、「
山
北
町
土
地
利
用
に
関
す
る
基
本

条
例
」
に
基
づ
き
、
主
体
的
に
地
域
の
特

性
に
あ
っ
た
土
地
利
用
施
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
土

地
利
用
の
調
整
が
必
要
と
認
め
る
ゾ
ー
ン

（
政
策
調
整
ゾ
ー
ン
）
と
し
て
、「
産
業
系

土
地
活
用
地
区
」「
自
然
公
園
内
建
築
誘

導
地
区
」「
定
住
促
進
重
点
地
区
」
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

 
Ⅳ　

自
然
ふ
れ
あ
い
拠
点
形
成
エ
リ
ア

 

Ⅴ　

水
源
地
域
交
流
・
活
性
化
エ
リ
ア

 

特
定
地
域

 

土
地
利
用
計
画

３

 

山
北
町

 

国
土
利
用
計
画

２

 

町
条
例
に
よ
る

 

土
地
利
用
調
整
の
方
針

４

第３回山北町土地利用調査会
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平
成
20
年
度
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
の
補
助
制
度
が
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

（
注
）
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
国
の
基

準
額
改
訂
等
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

設
置
希
望
者
は
事
前
に
生
活
環
境

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
５

　

町
で
は
、
７
月
１
日
か
ら
三
保
ダ
ム
集

水
域
で
あ
る
三
保
地
区
全
域
を
対
象
に
、

地
域
の
皆
様
に
代
わ
っ
て
浄
化
槽
の
設
置

と
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
を
お
手
伝
い
す

る「
山
北
町
町
設
置
型
浄
化
槽
整
備
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
設
置
対
象
は
一
般
住
宅
の
30

基
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

  

山
北
町
町
設
置
型
浄
化
槽

　
　
　
　
　
　

 

整
備
事
業
と
は

　

神
奈
川
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
か
な

が
わ
水
源
環
境
保
全
・
再
生
施
策
大
綱
」

に
基
づ
き
、
町
が
個
人
県
民
税
超
過
課
税

を
活
用
し
て
、
三
保
ダ
ム
集
水
域
に
お
け

る
生
活
排
水
処
理
率
の
向
上
を
め
ざ
し
て

浄
化
槽（
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
）

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業

で
す
。

  

事
業
の
概
要

　

今
ま
で
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
は
個
人

が
設
置
工
事
を
し
、
町
が
一
部
助
成
を
行

い
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
個
人
に
お
任

せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
で
は
、

町
が
個
人
に
代
わ
っ
て
合
併
浄
化
槽
の
設

  

費
用
の
負
担

　

浄
化
槽
本
体
の
設
置
工
事
は
町
が
行

い
、
原
則
と
し
て
費
用
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
次
に
要
す
る
費
用
全
額
と

町
設
置
型
浄
化
槽
の
分
担
金
は
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

・
浄
化
槽
本
体
設
置
工
事
の
支
障
と
な
る

物
の
撤
去
、
移
転
、
復
旧
な
ど
（
建
築

物
、
樹
木
、
水
道
管
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
取
り
こ
わ
し
な
ど
）。

・
浄
化
槽
本
体
設
置
工
事
の
際
に
生
じ
る

付
帯
工
事
、
屋
外
コ
ン
セ
ン
ト
設
置
工

事
、
浄
化
槽
の
上
を
駐
車
場
な
ど
と
し

て
利
用
す
る
た
め
の
補
強
工
事
な
ど
。

　

町
設
置
型
浄
化
槽
の
分
担
金
は
、
設
置

す
る
浄
化
槽
の
人
槽
に
よ
り
次
の
金
額

を
、
浄
化
槽
設
置
の
次
年
度
よ
り
３
年
間

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

設
置
後
の
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
町
が

行
い
ま
す
。
維
持
管
理
に
か
か
る
費
用
は

町
が
負
担
し
ま
す
が
、
電
気
代
、
水
道
代

（
清
掃
時
）
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
設
置
後
は
町
へ
浄
化
槽
使
用
料

と
し
て
、
２
か
月
に
１
度
、
次
の
２
か
月

分
の
料
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

置
か
ら
維
持
管
理
ま
で
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
地
域
で
、
新
築
・
増
築
・
改
築
を

問
わ
ず
浄
化
槽
を
新
た
に
設
置
す
る
方

は
、
原
則
と
し
て
こ
の
事
業
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

  

申
請
の
受
付

　

こ
の
事
業
の
申
請
受
付
は
７
月
１
日
か

ら
生
活
環
境
課
窓
口
及
び
三
保
支
所
窓
口

で
行
い
ま
す
。
希
望
者
ま
た
は
工
事
業
者

は
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
町
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
５

※
２
：
三
保
ダ
ム
集
水
域
（
三
保
地
区
）
を
い

い
ま
す
。

※
１
：
公
共
下
水
道
区
域
及
び
三
保
ダ
ム
集
水

域
を
除
く
地
域
を
い
い
ま
す
。

一

般

地

域

(平成 20年度 )

人槽

5人槽

7人槽

10人槽

補助
金額

332千円

414千円

548千円

通

常

型

区分

※ 1

備考

区分

※ 2

ダ
ム
集
水
域

(平成 20年度 )

人槽

5人槽

7人槽

10人槽

補助
金額

無

無

無

備考

町が浄化槽
設置及び維
持管理を行
う。分担金
及び使用料
は別途かか
ります。
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ら
悔
し
さ
が
じ
わ
じ
わ
と
込
み
上
げ
て
き

ま
し
た
。

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
に
な
れ
な

か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、
今
の
状
態
で

の
力
は
出
し
切
れ
た
の
で
、
初
マ
ラ
ソ
ン

で
の
２
位
は
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
競
技
で
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
め
ざ
し
て
、
６
月
の
日
本
選
手
権
に

出
場
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
来
年
の
世
界
陸
上
の
マ
ラ
ソ

ン
代
表
を
め
ざ
し
て
国
内
の
選
考
レ
ー
ス

を
走
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
４
年
後
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
視
野
に
入
れ
て
、
ま
だ
ま
だ
強

化
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
の
目
標
は
？

今
後
の
目
標
は
？

　

出
場
し
た
陸
上
の
大
会
で
、
私
の
走
り

を
見
た
高
校
の
先
生
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
の
も
あ
り
、
自
分
の
得
意
分
野
を

伸
ば
す
部
活
を
し
た
い
と
思
っ
て
高
校
か

ら
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。

　

基
本
は
朝
と
午
後
の
一
日
２
回
の
練
習

で
、
寮
の
敷
地
内
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

河
川
敷
な
ど
を
使
っ
て
走
り
ま
す
。

　

月
に
一
度
は
合
宿
が
あ
り
、
海
外
に
行

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

朝
食
と
夕
食
は
寮
で
栄
養
士
の
考
え
た

食
事
を
食
べ
ま
す
。

　

会
社
の
名
前
を
背
負
っ
て
走
る
の
で
、

実
業
団
で
の
競
技
生
活
は
？

実
業
団
で
の
競
技
生
活
は
？

　

３
月
９
日
に
行
わ
れ
た
名
古
屋
国
際
女

子
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
初
マ
ラ
ソ
ン
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
２
時
間
26
分
19
秒
の
タ
イ
ム

で
見
事
準
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
代

表
選
考
レ
ー
ス
で
も
あ
り
、
代
表
の
座
を

か
け
て
有
力
選
手
が
多
く
参
加
し
た
中
で

の
好
成
績
で
し
た
。

　

山
北
中
学
校
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
上
位

を
走
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

走
る
こ
と
は
好
き
で
し
た
が
、
意
識
し

は
じ
め
た
の
は
中
学
生
の
と
き
か
ら
で

す
。 陸

上
競
技
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

陸
上
競
技
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

結
果
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点
は
厳
し
い

で
す
。
思
う
よ
う
に
走
れ
な
い
時
期
が
あ

る
と
辛
い
で
す
が
、
し
っ
か
り
結
果
を

出
せ
ば
い
い
評
価
も
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
え
ま
す
。

　

チ
ー
ム
内
に
も
ラ
イ
バ
ル
的
な
方
が
い

ま
す
が
、
チ
ー
ム
内
で
競
っ
て
い
る
レ
ベ

ル
で
は
世
界
で
戦
え
な
い
の
で
、
意
識
は

高
く
持
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

初
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
足
の
痛

み
な
ど
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
レ
ー
ス

だ
っ
た
の
で
、
最
初
は
ま
ず
完
走
、
そ
し

て
入
賞
で
き
た
ら
満
足
か
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
し
て
優
勝
ま
で
28
秒

差
で
の
２
位
だ
っ
た
の
で
、
終
わ
っ
て
か

名
古
屋
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
感
想
は
？

名
古
屋
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
感
想
は
？

尾崎好美さん

山北町岸地区日向出身 現在は東京都在住
第一生命女子陸上競技部所属

３月９日 名古屋国際女子マラソン
写真提供　第一生命

（　　　　　　　　　　　　　　）平成19年2月号の広報やまきたで紹介しました
尾崎朱美さん（2006年東京国際女子マラソン
準優勝）の妹さん
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我
が
金
子
家
は
主
人
と
私
、
子
ど
も
３

人
の
５
人
家
族
で
す
。

　

長
女
で
あ
る
９
歳
の
美
夢
は
お
し
ゃ
べ

り
が
大
好
き
な
と
て
も
明
る
い
性
格
で
、

少
し
意
地
っ
張
り
で
元
気
な
女
の
子
で

す
。
弟
が
熱
を
出
す
と
冷
え
ピ
タ
を
持
っ

て
き
て
く
れ
た
り
水
ま
く
ら
を
持
っ
て
き

て
く
れ
た
り
と
、
病
気
の
人
を
看
病
す
る

の
が
上
手
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
あ
ま
り
得

意
な
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
算
数
と
読
書

が
大
好
き
で
、
よ
く
本
を
借
り
て
今
で
は

部
屋
で
何
十
分
も
こ
も
り
本
を
読
み
、
さ

び
し
く
な
る
と
皆
の
所
に
来
て
弟
た
ち
に

本
を
読
み
聞
か
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
２

年
生
の
こ
ろ
か
ら
毎
日
お
風
呂
掃
除
を

少
々
嫌
が
り
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
や
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
素
直
な
明

る
い
美
夢
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　

長
男
の
３
歳
の
恒
希
は
元
気
い
っ
ぱ
い

で
家
の
中
で
も
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が

あ
ま
り
な
く
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
た
り

テ
レ
ビ
の
台
に
乗
っ
た
り
と
、
何
か
壊
す

の
で
は
な
い
か
と
ド
キ
ド
キ
の
毎
日
で
す

（
笑
）。
最
近
は
お
笑
い
の
テ
レ
ビ
が
大
好

き
で
、
に
し
お
か
す
み
こ
の
ま
ね
を
し
た

り
、
え
ど
は
る
み
の
ま
ね
を
し
た
り
と
皆

を
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
弟
の
面
倒
も
よ

く
見
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
自
分
が
何
か

作
っ
て
い
る
物
を
壊
さ
れ
る
と
す
ご
い
剣

幕
で
怒
り
、
自
己
主
張
が
は
っ
き
り
し
て

き
ま
し
た
。
オ
ム
ツ
も
よ
う
や
く
取
れ
、

ト
イ
レ
か
ら
出
て
く
る
姿
が
「
ボ
ク
は
お

兄
ち
ゃ
ん
だ
ぞ
」
と
、
た
く
ま
し
い
堂
々

と
し
た
姿
に
見
え
ま
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
に

か
ま
っ
て
も
ら
い
た
く
て
、
お
姉
ち
ゃ
ん

に
乱
暴
を
し
て
し
ま
う
の
で
、
い
つ
も
ケ

ン
カ
に
な
り
私
た
ち
夫
婦
は
い
つ
も
あ
た

ふ
た
。
２
人
の
性
格
や
行
動
が
違
う
の
で

毎
日
上
の
２
人
に
は
仲
良
く
し
て
も
ら
い

た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
、
つ
い
気
持

ち
が
入
っ
て
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

次
男
の
大
希
は
５
月
18
日
で
１
歳
に
な

り
ま
し
た
。
最
近
は
お
姉
ち
ゃ
ん
や
お
兄

ち
ゃ
ん
の
行
動
を
見
て
研
究
し
て
い
ま

す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
が
遊
ん
で
い
る
と
そ
の

後
に
同
じ
こ
と
を
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
笑
う
と
そ
の
顔
を

見
て
一
緒
に
な
っ
て
笑
っ
た
り
体
全
部
を

使
っ
て
喜
び
の
表
現
を
し
た
り
と
、
毎

日
私
た
ち
に
日
々
の
成
長
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
大
希
が
得
意
に
な
っ
て

や
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
い
な
い
い
な
い

ば
ー
」「
じ
ょ
う
ず
じ
ょ
う
ず
」
を
毎
日

笑
顔
で
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
最
近

や
っ
と
一
歩
足
が
前
に
出
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

３
人
の
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
い
る

と
色
々
な
こ
と
が
あ
り
１
日
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
が
、
子
ど
も
の

成
長
を
見
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

ず
っ
と
元
気
で
明
る
い
の
び
の
び
と
し
た

子
ど
も
た
ち
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
令
香
さ
ん
）
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焼
き
そ
ば
の
列
に
割
り
込
む
花
吹
雪　
　
　

瀬　

戸　

余
音
子

（
評
）
今
年
の
桜
は
こ
と
の
他
美
し
か
っ
た
。
そ
の
桜
ま
つ
り

で
の
一
齣こ
ま

で
あ
ろ
う
。
花
に
酔
い
、
美
味
し
い
物
に
舌
鼓
を
打

ち
、
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
い
る
人
の
波
に
、
ふ
い
に
花
吹
雪

が
生
ま
れ
る
。
平
和
で
あ
る
。　
　
　
　
　
（
中
山
妙
子　

記
）

葱
坊
主
な
か
な
か
開
か
ぬ
菓
子
袋　
　
　
　

竹　

下　

由
里
子

六
歳
と
交
わ
す
約
束
春
隣　
　
　
　
　
　
　

池　

田　

良　

子

生
国
を
問
わ
れ
る
訛
燕
来
る　
　
　
　
　
　

和　

田　

恵
美
子

山
桜
空
を
吸
い
込
む
埴
輪
の
眼　
　
　
　
　

倉　

持　

淑　

子

つ
く
し
ん
ぼ
歯
が
生
え
た
よ
と
便
り
く
る　

武　

尾　

て
る
子

山
焼
の
匂
い
残
し
て
茶
碗
酒　
　
　
　
　
　

水　

野　

徳　

江

組
立
の
終
わ
る
自
転
車
豆
の
花　
　
　
　
　

小　

林　

奈
美
子

メ
ー
ル
打
つ
指
の
リ
ズ
ム
や
百
千
鳥　
　
　

金　

子　

和　

夫

葉
桜
や
思
い
を
の
せ
る
恋
路
か
な　
　
　
　

石　

田　

公　

夫

生い
き
い
き々

と
五
指
軽
く
な
る
柿
若
葉　
　
　
　
　

吉　

田　

誠　

次

小
刻
み
に
ふ
る
え
て
お
り
ぬ
恋
の
蕊し
べ　
　
　

増　

沢　

菊　

江

ね
ぎ
坊
主
朝
日
輝
く
水
の
玉　
　
　
　
　
　

髙　

橋　

秋　

月

リ
ハ
ビ
リ
に
果
て
な
き
靴
に
春は
る
の
ど
ろ泥　

　
　
　

関　
　
　

幸　

子

春
深
し
鳩
の
歩
調
の
中
に
居
る　
　
　
　
　

古　

瀬　

房　

江

泥
芋
に
添
え
る
木
の
芽
や
里
帰
り　
　
　
　

小　

塚　

英　

子

た
め
息
と
止
ま
ぬ
シ
ャ
ッ
タ
ー
花
盛
り　
　

尾　

崎　

幸　

子

里
山
の
水
清
ら
な
り
春
見
鳥　
　
　
　
　
　

稲　

葉　

末　

江

な
ず
な
咲
く
線
路
の
き
わ
の
勝
手
口　
　
　

石　

田　

加
津
子

木
の
芽
吹
き
明
日
は
変
わ
る
景
色
か
な　
　

内　

田　

湘　

生

古こ
ぼ
く
と
う

木
刀
拭ぬ
ぐ

い
素
振
り
や
風
光
る　
　
　
　
　

野　

地　

枡　

生

菜
の
花
に
溺
れ
て
い
た
る
真
昼
か
な　
　
　

倉　

持　

祐　

浩

朧
夜
の
た
ち
ま
ち
母
の
顔
と
な
る　
　
　
　

瀬　

戸　

恵
津
子

散
り
ぎ
は
の
桜は

な花
の
一
語
を
聞
き
も
ら
し　

田　

代　

竹　

葉

町
中
に
見
え
て
桜
の
盛
り
な
り　
　
　
　
　

柳　

川　

揚　

雨

弓
を
ひ
く
春
の
息
吹
を
溜
め
込
ん
で　
　
　

中　

山　

妙　

子




